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C LETTER
FROM   THE EDITOR

自分の人生を自分で決め、自立し、自分自身で問題に立ち
向かい、自分が決めた道を歩むことを言い換えるならば「エン
パワーメント」。それは、我々が皆捜し求めているのものでは
ないでしょうか？

一人ではできないこと、たとえばあなたは朝、パンを焼くために
早起きをしたいと思いますか？我々は少なからず誰かに頼って
生きているものです。ただバスに乗ることだってそうです。

もちろん、自分自身で生活をコントロールしているなら、それは
悪いことではありません。

今月号は、人生をまっすぐ生きている人、またはそうなりたいと
思っている人のためのものです。

ここに書かれたストーリーやイメージを見て、パワーや刺激を
受けてもらえれば嬉しいです。

ゲード

（Translated by Kei Matsumura）

E D ITO RS WO RDEn Vie
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トラディショナルは無限大

T H E
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C
この月をこんなにワクワクさせてくれるものは何？春が始まり、私たちの起源
や信念、慣習を祝うことによって、エスニックへの興味が高まるからだと思う
の。何が理由であれ、「カラー」は私たちの幸福に刺激を与えてくれることは
確かでしょう。さあ、エスニックスタイルの話をしましょう！

日々ファッションは異文化をオープンなものにしています。世界中の有名人
たちが、ワールドワイドな影響を受けたファッションを身にまとっているけど、
これは、一度は消えてしまったかのように思えた伝統文化への関心が爆発
的に広まるきっかけとなったように思います。異文化への関心と共に、世界
中のモデル業界でも、外見の民族的多様性が増大し、このことが私たちの
異文化理解にとても良い影響を与えています。

インド女性は、民族衣装のサリーを様々なスタイルで体に包み込むようにま
といます。サリーは、約４～８メートルの帯状で縫い目のない布でできた民族
衣装です。私は、Bong Delhiite（インドの首都デリーに住むオシャレなベ
ンガル族）ですが、個人的に、シンプルなシフォンのサリーに母から貰ったパ
ールを合わせれば、女性の真の美しさを最高に引き立てると思うの。この永
遠に魅力ある衣装であるサリーは、多くのファッションデザイナーの創造力
のおかげでさまざまなスタイルに取り入れられています。

しかし、日常生活が忙しくなるにつれて、いつも真っ先にカジュアルなジーン
ズとシャツのスタイルや、Bohoスタイル(ボヘミアンが進化したファッション)
を選んでしまいがちです。でも、世の中の女性たちよ！あなたがエスニックフ
ァッションに週末ひたって、天使や妖精のようになることがダメだなんてル
ールはないんですよ！

赤とゴールドの古典的な色合いは、あなたの週末の姿にドラマを加えるわ。
ゴールドは、いつも世界中の異文化交流に影響を与えてきた色ですもの。
私は、エレガントなサリーを着て、ルーズに髪の毛を束ねて、最後にスモーキ
ーなアイシャドウでミニマムなメイクすることが一番好き。これで、セクシーで
ありながらエレガントになることが出来るわよ。

そうよ、うまく服を着こなすことで、あなた自身を女神に変えることが出来るし、
もちろん女神のような素敵なふるまいも身に付けることも大切だけどね。

有名なメイクアップアーティストのSharbel Hasbany
と同じ考えをシェア出来てとても幸運だと思います。彼
は「伝統的な衣装は、どのように私達の文化やアイデ
ンティティを表現するのか。そして、民族衣装を着る人
々は、団結を象徴している」ことについて、真剣に考え
ているの。また、彼は「私達は、すべてのことに、ある程
度バランスを保つべきで、たとえば、伝統的な衣装を完
全に棄て去り、西洋のトレンドに100%従ったり、また
その逆もあってはならないことだ」と言います。私は、彼
を素晴らしい人だと思っています。だから、サリーのよう
な伝統衣装以外にも柄物のパラッツォパンツや、スカ
ート、スーツなどの現代のトレンドが加わった服も、優雅
な美しい効果を創造していると思うの。エスニックモチ
ーフは、プロのファッションデザイナーの技術や幅広い
知識を通して、現代のパターンに取り入れられていま
す。それに、デザイナー達は、伝統的な衣装にもモダン
なスタイルを提供しているわ。それは、古典的で私達の
文化の本質を保っているのよ。私たちが民族性を表現
するために服を着るとき、私たちのアイデンティティー
を楽しみ、文化のルーツを表現しているのね。これは、
絶対に廃れない女性服の種類であり、年中さまざまな
デザインのものでワードローブがあふれています。いつ
も言うように、私たちが着るのは、服だけではなく、あふ
れんばかりの自信であるということ。だから、レディーの
皆さん、洋服にロマンスを、そして気品を身にまとってく
ださいね。

Translated by Saki Nagamine

By Devsmita Saha

トラディショナルは無限大！
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David Sierraは、かつて目にしたことのないタイプの写真を撮る
フォトグラファー。その作品は刺激的で印象深く、一瞬で人の目を
とりこにする。彼が写真を始めたのは15の時だった。当時は自分の
カメラをまだ持っていなかったため、姉のカメラで友達や動物、そして
自然の姿を撮っていた。世界をあらゆる方向から見せてくれる「写真」
は、何にも縛られない自由そのものだと言える。David はこの考えを
深く理解し、大切にしている。彼は発想にあふれた情熱的なアー
ティスト。そんな彼に、光栄にもemailという形でインタビューを
することができた。また作品が完成する過程でのひらめきや楽しみ
についての考え方を読むと、彼がファッション界になくてはならない
アーティストだということをあらためて認識した。

En Vie（以下En）：撮影の前にテーマやデザインをどのように決めていき
ますか？
David Sierra（以下DS）：まず、写真や映像でどう表現するか、その方法
を模索していく上でコンセプトや浮かんだアイディアを探ります。そして最も
大事なのは全体の色調を決定すること。それに基づき、私にとって最も重
要な撮影前の全ての準備作業を進めていきます。この準備のおかげで、撮
影する段階では自信を持って浮かんだアイディアを活かし、結果素晴らしい
作品を迷いなく創り出すことができるのです。

B y  Er i c a  Va n  N oy

D av i d  S i e r r a  I n te r v i e w

En：あなたにとって、写真の中でもやはりファッション写真は特別なもの
ですか？
DS：撮りたい写真によって様々な要素を組み合わせることができるのでフ
ァッション写真が好きです。ファッションとアートを融合させて浮かんだア
イディアを形にします。でもドキュメンタリーや芸術、そしてフード写真は世
界を様々な視点から見せてくれるのでもちろん好きです。

En：フォトグラファーとして影響を受けるのは？
DS：今の時代と自分の生活です。いい作品を創るための材料は全て自
分の周りにそろっているのです。あとは行動を起こすのみ！

En：これからも写真に特化して続けていきますか？ それともファッション界
の他の仕事にも興味がある？
DS：やはりファッション写真が一番ですが、ゆくゆくはメンズのファッション
デザイナーやファッションショーの演出はやってみたいです。

En：フォトグラファーとしての目標は？
DS：世界中で認められること、いつまでも楽しみながら写真を続けて生活
の糧とすること。そして最終的には常に喜びを感じていられることです。

En：今までに取り組んだプロジェクトの中でお気に入りはありますか？
DS：もちろん！Orgasmo V isua lです。これは二人の才能豊かな女
性、RadhaとCataとともに運営する写真とアートのウェブサイト。私たち
はファッション写真の編集やアート、また他のタイプの写真も扱いますが、
全てに共通しているのがファッションに関連しているということ。このプロ
ジェクトを通してフォトグラファーとして色々と学び、成長できたと感じてい
ます。今年に入って数社の出版社から声をかけていただき、また南米で
開催されるMedellin Film Festival （MFFF） （メデジンフィルムフェス
ティバル）のBest Colombian Fashion Film（ベストコロンビアンファッ
ションフィルム）にノミネートされました。

David Sierraは明確な視点を持った、一途な人物。これはフォトグラファ
ーとしてはなくてはならない特性とも言える。彼の常に楽しみながら仕事
に取り組むことだという目標にとって、人を驚かせる作品を創り続けるとい
うことは、将来のいい結果につながりそうだ。David SierraとOrgasmo 
Visualのチームの今後に期待する。

Translated by Tomoko Fujii, Masayasu Miyoshi
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C H I L D
H O O D

O u t e r w e a r  -  T i z i a n o  G u a r d i n i



２０代の若さで写真撮影を始めたPerriniは実は子どもの頃か
ら既に父が写真を撮るのを見てきたのだが、彼自身がレンズを
覗こうと思ったのはそれよりも後のことであった。Perriniのアーテ
ィストとしての発展について言うと彼は失敗から学ぶタイプであ
る。ローマにある小劇場での撮影が彼のキャリアの始発点だ。
そこからどんな経験を経たのかはPerriniの作品から読み取る
ことができる。そこには激しさそして深みがある。Perriniは作品を
通して話を紡いできたのだ。

B y  A n n  I r v i n a  Rav i n t h e r

-　 INTRO D U C TIO N:  FABRIZIO  PERRINI　-

Fabrizio Perriniは写真をとらえる芸術性に魂をそそいで
いる。その瞬間をえることに重きをおき、２４時間常に彼の心は
写真に支配されている。彼が描くイメージは夢のような世界で
あるがまた核心を大胆についてもいる。まるで別世界のよう
な、言葉では言い表しようのないものを彼は創り出す。彼の撮
る写真はいわば彼自身もしくは彼の見ている世界そのもの
なのだ。

Tim Walkerの創る美しさに溢れた複雑奇怪な世界

観や、Annie Leitbovi t zの迫力あふれる写真に

Perriniは魅了されてきた。そしてHelmut Newton

やRobert Mapplethorpeらの挑発的で物議

をかます非常に洗練されたモノクロ写真の世界

がPerriniの心を捉える。これらのアーティストらが

その名と作風を轟かせるように同じくしてPerrini

も新進気鋭のアーティストとして名を連ね

ることになる日も遠くない。

Translated by
Marie Nomura

デジタルカメラを使っているのに不思議とノスタルジアの感じる写真が

撮れることがある。不自然な明瞭さのない粗い光沢に仕上げることがで

きるのだ。こうしてPerriniは２０１３年ローマのとある写真学校

で学ぶよりもより多くの技術を獲得していった。こうして体

得していく傍でファッション写真を試みることができるプ

ロジェクトも舞い込んできた。

J e r s e y  -  U n i f
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H a t  -  A r m a n i

H e a d s c a r f  -  Ke n z o

D r e s s  -  J o h a n t h  C h a c o n





L o c a t i o n  /  V E R N O U I L L E T,  Y V E L I N E S ,  F R A N C E 

C O M M E
D E S

G A R Ç O N S
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P h o t o g r a p h y  /  M AT T H I E U  CO L N AT

M UA  /  S t y l i s t  /  S T E FA N I A  Z A I K I N A

M o d e l  /  A B I G A E L L E  AT  M A D E M O I S E L L E  AG E N C Y 

P h o t o g r a p h y  /  B E AT  B A S C H U N G

M o d e l  /  V E R O N I K A  K U N Z 

C r e a t i v e  c o n c e p t

M O N I K A  M A K S
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I N T O

T H E
H A L L O W 

P h o t o g r a p h y  /  G H A S S E N  O U E S L AT I

A s s i s t a n t  /  B R A H I M  S I D I A I

M o d e l ,  M UA  /  L A E T I T I A  K U D R I AV Z E VA

B i g  t h a n k s  /  E S PAC E  A R T  S A D I K A  &  Z A I N E B  K A M M O U N
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Ghassen Oueslati was born on August 26th, 1991.He 
is a self-taught photographer who is best known for his 
works in the fashion world and on socio-cultural issues. 
He is an obstinate artist with an unruffled fondness 
for the camera. He is strongly attracted to the dramat-
ic portrait as he said to fashion TV interviewer when 
asked him about the main theme he’s mostly interested 
in. Specializing in the nude. His photographs convey 
emotions and passion as a deviation from the standard 
of fixed lines. In addition to Nudity which, as he thinks, 
stands for the festivity of the emotionally purified body. 
His works reflect his great attachment to human, nature 
and the purpose of our existence in a very artistic way 
aiming to afford us a genuine perception of human suf-
fering and rebellious souls through his conceptual view. 
Ghassen Oueslati is going on in his projects tackling 
many areas and aspiring for creating things on an inter-
national scale.

Biography / Mode, Beauté, nu…mais définitivement 
l’humain, et plus particulièrement les femmes.
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P h o t o g r a p h y  /  G H A S S E N  O U E S L AT I

M o d e l ,  M UA  /  L A E T I T I A  K U D R I AV Z E VA
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P h o t o g r a p h y  /  R O B  G A R D N E R

M o d e l  /  I R I S  FI T ZG E R A L D

M UA  /  A M N A  S A RWA R

PH OTO G R APH YEn Vie
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T W O
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P h o t o g r a p h y  /  PAU L I N A  M AC I E J E W S K A

S t y l i s t  /  C e z a r y  G l u s n i e w s k i

M o d e l  /  IZ A B E L A  KO B U S A

M a ke u p  /  J OA N N A  K A N I G OW S K A

ポ スト モ ダ ン

FA S H I O N TRE N DEn Vie
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P O S T
M O D E R N



To p  -  S l y s ze  j a k  p a c h n i e s z
P a k a m e r a . p l ,  p a n t s  -  We r o n i k a  L i p k a

P a k a m e r a . p l ,  J e w e l l e r y  -  L e w a n o w i c z
H e e l s  -  K a z a r
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To t a l  -  H E VA  P O L A N D
P a k a m e r a . p l ,  J e w e l l e r y  -  L e w a n o w i c z
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J a c ke t  -  I N S I S T
P a k a m e r a . p l ,  S k i r t  -  E VC  D S G N

P a k a m e r a . p l  J e w e l l e r y  -  L e w a n o w i c z



D r e s s  -  M I C H A L S K A
P a k a m e r a . p l  J e w e l l e r y  -  L e w a n o w i c z

S u n g l a s s e s  -  M a r n i  H e e l s :  K a z a r
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M I L A N O
P h o t o g r a p h y  /  G E N N A R O  C A N AG L I A  ( H T T P : //G E N N A R O C A N AG L I A . CO M / )

S t y l i n g  /  FA B I A N A  VA R DA R O   ( H T T P : // W W W. B A S I C S . B E R L I N )

M a ke u p  /  L E L L A  R U S S O

M o d e l s  /  T I T TA  -  M O D E L  ( 2 M O R R OW  M I L A N O)

ミラノ



Fu l l  l o o k  -  &  o t h e r  s t o r i e s
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To p  -  V i n t a g e

J e a n s  -  J i l  S a n d e r  N a v y  V i n t a g e



S h i r t  -  CO S

S k i r t  -  M e l c h i o r r i
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S h i r t  -  D i o r  H o m m e s  V I n t a g e

Tr o u s e r s  -  M e l c h i o r r i  Ta i l o r i n g



C l o t h e s  &  A c c e s s o r i e s

 [─ ]  M i n u s

D e s i g n e d  b y  TO R U  F UJ I M OTO

PH OTO G R APH Y En Vie
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C P h o t o g r a p h y  /  H A R U K I  S H I M O KO S H I

M o d e l  /  AO I ,  IZ U M I

M a ke u p  &  H a i r  /  Y U K A  M A S U TA N I



S T R O N G  J A P A N
P h o t o g r a p h y  /  H A R U K I  S H I M O KO S H I

M o d e l  /  AO I ,  IZ U M I

M a ke u p  &  H a i r  /  Y U K A  M A S U TA N I
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神戸コレクション

FA S H I O N S H OWEn Vie
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KOBE
COLLECTION P h o t o g r a p h y  /  S H I G E K I  N A K A J I M A



AG N O S T

L i l y  B r o w n

FI G &V I P E R C I R O I

M E R C U RY D U O M I S C H  M A S C H



C
J I L L

b y  J I L L S T UA R T

関西コレクション
KANSAI

C O L L E C T I O N
P h o t o g r a p h y  / S H I G E K I  N A K A J I M A

FA S H I O N S H OWEn Vie
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S P I G A

B E  R A D I A N C E

R E N A I  K E I K A K U

P R O P O R T I O N  B O DY  D R E S S I N G
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Z a n g  To i

P h o t o g r a p h y  /  DA N I E L  P E R RY  S T U D I O S

FA S H I O N S H OWEn Vie

88

NEW
Y O R K

F A S H I O N
W E E K



H e r v e

C u s h n i e  Et  O c h s

J .  S a l i n a s

H i r o m i  A s a i
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F L O A T I N G
MIND

W h i t e  s h i r t  a s  s k i r t  -  J o s  A .  B a n k

S h o e s  -  B u l l  B o xe r

Wo o l e n  c a p  -  N o r d s t r o m

INTROEn Vie
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F L O A T I N G
MIND

P h o t o g r a p h y  /  P H I L I P P E  AU F O R T

M o d e l  /  J E S S I E  G O L D

M UA  /  C H R I S T I N E  D U P E R R AY 

E d i t o r i a l   /  P H I L I P P E  AU F O R T

L o c a t i o n  /  N E W  YO R K ,  M A N H AT TA N 

W h i t e  s h i r t  -  Yv e s  S t  C l a i r  P e t i t e s

B o y s ’  s h o r t  -  Fr u i t  o f  L o o m

想いのままに漂う



C
By Gargi Chakravarty

  Philippeの子供時代の一番の思い出...

“とある夜の事を覚えているよ。厳しい冬の時だった。夜の８時で外は真っ暗だった。私は家に一人でした。８歳か９歳だったと
思います。私の家族は村にいて、パーティーに参加していました。

誰かがドアを叩いたのです。私がドアを開けると、そこには小汚いあごひげをして、汚く弱っていた男が立っていました。彼の名前
はオリヴェールでした。彼は道に迷ったと言っていました。私は彼を家に招き入れてコーヒーを淹れて、そしてパンとチーズ、さらにス
トーブの近くのイスを与えました。１時間経つと私の両親が帰宅しました。二人とも他人をもてなすことに慣れていたので、驚いた
様子はありませんでした。二人もオリヴェールと友達になってくれたのです。

それから数年後、オリヴェールは息を引き取りました。彼は私に彼の小さな遺産を受け取らせてくれました。それは数枚の
レコード盤とビュッフェ・クランポンの古いクラリネットでした。彼が私にそれを授けてくれたのは、幼かった私が彼を迎え
入れた冷たい冬の夜の事を覚えていたからです。彼にとってそれは命綱にも等しかったからです。

“Philippeである”ということは“良くも悪くも、非常に活動的な頭脳と人生を歩む”ということにつきる。フランス出身のこの過剰なまでの才能に溢れるフォトグラファ
ーの言葉を更に引用すると－“フアートションとはクリエイティブなゲームであり、生地や形、そして人の身体を使ったクリエイティブなゲームである”…さらには、将来が
有望で、アーティスティックな光に晒され、清らかな創造性に恵まれた、この男性が一体どんな人物なのかと不思議に思っている、そんなみなさんの為に、少し落ち着
いてからPhilippeの今までの道のりについて説明させて頂きます。それ自体がオデッセイであり、また語られるべき物語でもあるのです。みなさんは感激したり謙虚な
気持ちになったり、そして意欲が湧いてくることでしょう。そして失礼ながらも私は彼を賞賛していますが、それは彼の人生が私たちへの賞賛となりえると考えたからで
す。　大胆に夢を追いかけ、そして内なる情熱にしたがってまっすぐに進む、そして大きな夢の実現に向けて絶え間ない努力をして、自らの人生を全ての面において
価値あるものにしようとする、そんな私たちへの賞賛となりえるからです！

彼のフォトグラフィーにおける技術的な詳細とアーティスティックなこぼれ話について、より多くの事が語られる必要がありますが、その部分については後ほど触れるこ
とにします。最初に遠回りして、Philippeの幼少時代に飛んでみましょう。彼はフランスにある、不気味な火山と森林に囲まれ、野生生物と低木の列がいたるところ
にある小さな畑の縁といった、まるで防衛線にとどまっている兵士の大群のように、遠く離れた田舎に生まれ育ちました。これらの場所は彼の人格形成における本質
的な部分に大きな影響を与えることとなりました。
 ただ単に優れたフォトグラファーとしてだけではなく、Philippeはコメディアン、そして劇団の演出家としても世界を旅してきたのです。彼の放浪癖は今も様々な場所
へと連れて行き、彼自身も旅が彼の知性を豊かなものし、様々なクリエイティブな道へと誘ってくれると信じているのです。ヴィクトル・ユーゴーはかつてこう言いまし
た、“パリの奥深さについて深く考える者は目まぐるしさに襲われるだろう。それ以上に素晴らしく、悲劇的で崇高なものは無い。”２０代の若いPhilippeはパリへ移り、
３０代の終わりまでパリについてロマンチックな思いにふけていました。ナイトライフやイベント、ファインアート、そして新しい出会いで溢れるパリという都市は彼に“
大きな影響”を与えてしまいました。彼はさらにこのように述べました、“空間は僕という人間を構成している基礎です…。そして僕に永遠に影響を与え続けてくれるの
です。”。極めて敏感かつ実験に夢中だった幼いPhilippe少年は常に探求に余念がありませんでした。そして彼のその探究心－常識に捉われない、標準以上、か
つ極めて抽象的なものへの飽くなき追求は現在まで続いているのです。彼は共通性を主張してやまないものの間にある独自性の追求に目を光らせているのです。

文化や芸術、熱意そして工夫に溢れた彼の控えめな生い立ちが彼の人格を形成してきました。彼は人々の気持ちを汲み取り、自らの創作を通して多くの人の人生
に影響を及ぼしています。彼がカメラのシャッターを押して撮影する度に、たんに彼に向かってポーズをとってくれるモデルを写すのではなく、モデルの肉体に内在す
る“人格”も捉えるのです。彼が注目しているのは人のカラダがどのように反応して動くのかということです。彼はモデルの中に分裂や反抗の様子を見出し、常識に捉
われない、ルール破りの姿勢やラインを見つけ出したいのです。“私にとってフアートションとはアクセサリーの一式、自分の撮影した写真がそこに人格をもたらす為
の口実なのです。”とPhilippeは言います。彼は“あからさま”や“単純”を避けて、得体の知れない不思議さを支持しています。

彼には言葉を使う才能、常識の向こうを見る才能があるので－
瞬間を捉える才能とそれらを時間の中に止めておく才能、
非常な程にクリエイティブで、あからさまに非現実的、そして複雑な程に謎めいている。

一点の曇りも無い程情熱的で、熱烈な信念を持つ人物であり、繊細さと魅力という息を吐く－
無視するのは難しく、頑強だが、それでいて語られないということの無い、

彼は根っからの真の芸術家であり、心の底からパリジャンであり、そしてとても深い魂を持ち合わせている。

ユーモアの色合いはとても壮大で、深遠な思想家という別の一面に輝きを加えてくれる－
彼の創造は高潔さ、創意工夫、そして明晰さを高らかに謳います。
Philippe Aufortの仕事は典型的に摩訶不思議で、隠すことなく実際にそうなのです！



ファインアートという分野にて何かを行うということはPhilippeにとってごく自然なものでした。１２歳の時から写真の撮影に関心があり、彼の祖父から与えられた最
初のカメラについて鮮明に覚えているのです。少し軽い話題になりますが、裕福だけど一年を通して殆ど会うことの無かった祖父からカメラを貰ったことがどれだけ幸
運だったかについて語ってくれます。残念なことに彼は１５歳になるまでフィルムを買うお金がありませんでした。さらに彼はNikon FEとそれに必要な50mm並びに
105mmのレンズ、フィルム、日の当たる部屋などを揃える為にどれだけ一生懸命に働いたのかについても語ってくれます。フォトグラフィーに対する情熱以外にも、
彼には脚本家やコメディアンになりたいという強い情熱がありました。彼は様々なものを試してきましたが、それでもフォトグラフィーに対する関心を失うことはありませ
んでした。

それで彼はフォトグラフィーを正式に学んだのでしょうか？彼の素晴らしい撮影技術は彼自身の答えに従うものではありません。なぜならPhilippeいわくフォトグラフィ
ーやアートを学んだということは無く、パリ第８サン・ドニ大学、並びにクレルモン・フェランにあるフランス最高峰の大学のひとつブレーズ・パスカル大学にて“近代文
学”を学びました。それでも彼は芸術と創造性への終わることの無い関係性について子供っぽく打ち明けてくれました。彼は音楽や執筆、被服デザインそして劇の演
出、ストリートアート、短編映画が一心に追求されてきたかについて語ってくれました。

Philippeはあらゆる形のアートに影響を受けてきました。マリー・シュイナール（フォトグラファー）からフェデリコ・フェリーニ（映画監督）、マルク･シャガール（画家）、ムー
ンドッグ（作曲家）、クリス･ウェア（グラフィックノベル作家）、ハワード・バーカー（彼の演劇理論）並びにマシュー・バーニー（ファインアート）など、名前を挙げればキリ
がありません！　彼曰くフォトグラファーとして影響を与えたのは、“ルーヴェン・アファナドールやデビッド・ラシャペル、ピエール・エ・ジル、チャールズ・リンドバーグ、アイザ
ック・ニュートン、マリオ・テスティーノ、リチャード・アヴェドン、スティーブン・クライン、アーヴィング・ペン、そしてニック・ナイトかな。みんな達人で、独特ですね。私は現在
も続く彼らの研究で作品を作り上げるプロセス、彼らのだけではなく自分で作品を作るときのプロセスも同時に理解していきます。その結果、彼らの作品に対する敬
意を持つようになりました。”

現在Philippeは朝の数時間に文章を書いて、その日の残りを写真の撮影に費やします。マンハッタンへと拠点を移した３年ほど前にフォトグラフィーこそが天職であ
ると考え始めたのです。“移民であるということは自分の人生の中で大きな一歩だった。そして第二の夢を実現するには最高の時期でした。この新しい空間、リズム、
人 そ々して習慣の中でフォトグラフィーに自分の持てる力を最大限に投入してみたいと考えるようになったのです。”と言ってくれました。

Philippeは撮影の際には18/135mmの基本ズームを装着したCanon Rebel T1iを使用し、そこからCanon 5d mark IIIとcanon zoom f2.8 24/70に切り替え
ます。どの種類のレンズを使用するのかという質問に対し、笑みを浮かべながら、“今までで最高のズームはf1:2を装着した18mm-80mmかな、例えそれが存在して
いなかったとしてもね。”と話してくれました。

Philippeは彼の撮影意図を迅速に読み取れて、自らの身体的才能に気付いている心の広いモデルとの仕事を好みます。モデルのJessie Goldの白く清純なフォト
グラフィーは実に素敵なものでした。彼がモデルに求めるのは感情がはっきりすることのない表情です。場合によってはモデルに感情を“顔の少し内側に隠してくれ
ないか”とお願いするほどで、それが彼の撮影スタイルを作り上げるのです。そうして清潔で均整の取れたシックなイメージの数々が上品な背景に取り込まれている光
景を見ることができるのです。派手できらびやかなものはなにもありませんが、それでいてパンチの効いた最先端のイメージです。白と黒、そして光と影の動きが、イメー
ジが醸し出す強さを引き立ててくれます。装飾物が無い意匠が、より少ないというものをより多いに変えてくれます。

シャッターを押すその直前に、Philippeの心に何が浮かんでいるのでしょうか？“それは心にではなく、フィーリングに現れるのです。言葉では説明できません。私がシャ
ッターを押すのは、そこに明らかな何かがあるからです－正しいライン、正しいエナジー、正しい全てが、そして自由、独立、モデルが醸し出すミステリーといったもので
す。この瞬間こそが目に見えない何かが見えるようになる時です。”と話してくれました。

この度私たちはPhilippeのとても興味深くて速射砲のような質問に関して、独占的に接する機会がありました。彼はまた新進のフォトグラファーに向けたアドバイス
や、１日だけ透明人間になれるのであれば何を撮影してみたいかについて教えてくれました！それは今回の取材で特集しようとした以上の人物像でした。この極めて
才能に溢れた、型破りで前衛的、そして典型的でないフォトグラファーについて、より多くの事を皆さんの為に用意しています。これからも本誌のこのコーナーに注目
して下さい。その時まで、不思議いっぱいに、カリスマ性を蓄えて、そしてスタイリッシュでいて下さいね！

 

（参考までに、Philippeの新しいホームページは作成中ですが、http://www.philippeaufort.comにて彼の作品を一目みることができます）

Translated by Shingo Fukushima



C B l a c k  C o a t  J u d o  G I  -  M A S

B l a c k  S h o e s  -  J  Re n e e  Re e s a



To p  t a n k-  N a n c y  M e y e r

T i g h t s  -  C u d d l  D u d s

S h o e s  -  L o r d  a n d  Ta y l o r

W i g  -  E s p e c i a l l y  Yo u r s




